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【全体を通して】

今回視察させていただいた全施設の支援内容に共通していることは「自己決定の尊重」です。”自分で考え、決定したこと”は本人の支援に対するモチベーションの継続にもつながると感じました。「自分で選んで、行うこと」ができるだけの材料を施設、ソーシャルワーカーとして準備するため、本人のニーズをしっかりと把握し、体験する場所・機会を多く設けていきたいと思います。そのためにも「勉強会を通した基礎学習」と「実際に自分で選んだものを行ってみる体験」を計画的・継続的に実施するための準備を来年度は実施していきます。

また各施設アメニティに大変気遣っている点も印象的でした。自分達が仕事をしやすくするには、「身の周りの物を片付ける」「整理する」ことが大切です。しかし言葉では簡単ですが実行されない現状を改善します。

視察研修で学ばせていただいたことを糧として、これからの業務の改善に努めたいと思います。ありがとうございました。

3/9　高知県　医療法人須藤会　土佐病院

1.高知県の概要

　高知市民　　　：　約33万人

　精神科病院数　：　高知県内　　21施設

　　　　　　　　　　高知市内　　11施設

　病院立地条件　：　高知駅より徒歩7分　

　法人施設　　　：　土佐病院、グループホーム「太陽」「あざみの」、福祉ホームＢ型「ホームますがた」

2.土佐病院の特色

　Ａ.ソーシャルワーク部門

　　・ＰＳＷ7名配置

　　・月2回の退院促進会議への参加

　　　→長期入院・社会的入院の患者様に対して、本人の人権を尊重し、退院して“自分らしい生活”を送るためのアプローチとして退院促進への取り組み。

→医師、薬剤師、看護師、作業療法士、ソーシャルワーカーなど病院内の各職種がそれぞれの役割を明確にし、連携・協力していること、「チーム医療」が効果として現れる。
・家族支援

　　　　家族会の設立

　　　　5回1クール、年3回の家族教室の開催　→　高知大学医学部と連携し、ﾋﾞﾃﾞｵ・ﾃｷｽﾄを作成。

　　・地域啓発

病院が市街地にあり、病室のカーテンを開けるとすぐ眼の前に団地があるという環境。更に学生や地域の方の受け入れを積極的に行うなど非常に開放的な感じ。
→独自の啓発活動を展開していない。「特に何もしていない」
　　・患者様の自己決定

　　　→「病院にいる事を選ぶ人がいるが、それは自己決定ではない。地域に出てそれでも難しいと感じたら、病院に帰ってきてもいい。病院に長く居ると退院や退院後の生活を考えたり、目的を持ったり、という事がない、選択肢がない。荒治療ではあるが、退院していただく事で新しい変化が生まれる。早期に退院すると、例え再入院しても早く退院することができる。医師は症状を診ることが専門であって、退院後の生活について考える役割はワーカーがするもの」と須藤院長の言葉。それぞれの役割を明確にしており、患者様自身が「体験」を通して自己決定いくことの必要性を感じた。
Ｂ.その他

　　・毎月1回「そうじの日」－病院全職員が毎月1時間、病院内の掃除を実施。

3.考察

私達は普段の業務の中で「何か特別なことをしなければ周りの理解が得られない」と思い活動してきた感がある。土佐病院ではそういった考え方ではなく「普通とは」という問いかけを職員にし、その方針は職員へ浸透し、職種の壁を越えた協力体制に繋がっていると強く感じました。
今回の視察を通して、全職員が共通した目標・意識を持つことは業務を円滑に進めるためには必要不可欠であり、それは職種に関係なく「病院の職員としてどうするか」と考えていくことが必要であると学びました。「普通」と感じていることを「普通にできること」。それが病院、その中で働いている職員の力だと思います。

また、物品等の整理や施設内をきれいにする事－「仕事のしやすい環境にするための意識」

無い物は新しく購入するのではなく、あるものを上手く使用する事－「既存の物をうまく使う工夫」等を今後の業務に取り入れたいと思います。

3/9　徳島県　医療法人秋田会　秋田病院

社会福祉法人三好やまなみ会　通所授産施設　末広
＜視察感想＞

午後からの見学ということで、病院内を見学できなかったのは残念ですが、「通所授産施設　末広の見学」「精神保健福祉に対しての三好町の取り組み」について大変参考とさせていただくお話しを伺いました。

　私たちも「就労支援」に取り組んでいます。「昨今の不景気」「地場産業の低迷」という現状で、職場の開拓・事業者への啓発活動などを行っていますが、なかなか就労につながりません。

　社会福祉法人「三好やまなみ会」は、郡内の医療関係者や福祉関係者が設立した法人であるとお話しを伺いました。青森県南は八戸市に施設が集中しており、郡内に精神保健施設はほとんどありません。また施設立地場所も町からの無償貸与であることに驚きました。

そういった協力体制を作り、通所されている方に対して「仕事」というサービスを継続して提供できることは日頃のスタッフ努力の結果です。

「無い物は自分たちで作る」「町や地域に働きかける」という積極的な姿勢。それは私たちソーシャルワーカーの仕事の１つですが、現在の私たちに足りないものであると見学を通して学びました。

　また視察や懇談会を通して「客をもてなす－おもてなしのこころ」がとてもこちらへ伝わりました。「相手のニーズに対して真摯に答える姿勢」「場を和やかにする言動」等自分達に足りない部分です。お客様を迎え入れる立場となったときには是非参考にさせていただきたいと思います。

3/10　香川県　医療法人社団三愛会　三船病院

1.丸亀市の概要

　・人口：110,118人

　・金刀比羅宮（こんぴらさん）の参道口として有名

　・気温は年平均約16度、冬季でもおおむね5度以上

2.三船病院の特色

　Ａ.病院ソーシャルワーク部門

　　・ＰＳＷ8名

　　・基本業務

　　　　入院・外来にかかわらず個別担当制

　　　　各病棟へ相談室ボックスの設置

　　　　家族教室、家族会（丸亀広域家族会）支援

　　　　地域生活援助として家庭訪問

　　・他職種との連携、チームアプローチ

　　　　平成16年9月1日地域生活支援室設置

　　　　→長期入院者の中から対象者を地域生活支援委員会で決定

　　　　→院内チームならびに関係機関と連携した、退院援助計画（ケアマネジメント）を作成

　　　　→香川県精神障害者退院促進支援事業などの外部事業の活用

　　・ＰＳＷ人材育成（スーパービジョン）

　　　　定期的なミーティングで、各自ケースの状況を話し合う。

　　　　ＰＳＷ研修会等を定期的に行い、そこで担当ケースに対して個別にスーパービジョンを行う。

　　・ＰＳＷの病院外での動き

　　　　地域家族会（丸亀広域家族会）定例会への出席

　　　　当事者グループへの参加、支援

　　　　共同作業所への毎月の訪問、作業所連絡会への参加

　　　　精神保健連絡会「かめたの会」定例会への出席と実行委員会

　Ｂ.社会復帰施設の特色

　　・ＰＳＷ13名

　　・生活セミナーの開催、職場体験学習の実施

　　・定期的なスーパービジョン（法人ＰＳＷ全体で）

　　・精神保健連絡会「かめたの会」定例会への出席と実行委員会

　　・他機関と連携した委託事業（退院促進事業、職業ガイダンス、市相談業務）

　　・地域生活支援センター　サテライト

3.考察

法人ソーシャルワーカー 21人全員が精神保健福祉士（又は取得見込み）であることには驚かされたが、それだけではなく「ソーシャルワーカーとしての質の高さ」が感じられました。視察を通して職種間や病院－施設と機能分化され、チームとしてそれぞれの立場でそれぞれの役割を担い利用者支援を行っているのが良くわかりました。機能分化することはスタッフ一人ひとりの知識・技術が常に求められる環境であり、自己研鑽と精神保健福祉の動きを敏感にとらえることが必要です。そこが充足されて始めて職種間や施設間の壁を越えた「連携・協力体制」ができると思います。これまで私たちは業務の中でソーシャルワーカーという役割にプライドを持ち、意識しながら取り組んできただろうか？職種同士の話し合いの中で感じられた「個人の意識の差」、ソーシャルワーカーとしてチームの一員でありつづけるために「今、必要なことは何か」を常に考えていきたいと思います。

　

　

3/11　徳島県　医療法人敬愛会　南海病院

＜視察感想＞

・市内に地域生活支援センターがあり、展開する、というのは大きな武器だと思いました。センターの活動で、上手く行政を巻き込んで、受け身ではなく発信していく事が必要だと思いました。その為に、常に情報のアンテナをはって最新の情報を得ていく事が必要だと感じました。

・なぎさ寮での「昼食会」「なぎさ会」の活動は、利用者様の自主性を意識したものであり、青山荘でも取り入れたいと思いました。また、なぎさ寮の入居者9名だったので、利用者の確保という点質問をしたところ、あせった様子がない事には驚きました。

・市立図書館で美術展を開催し、皆で作った作品を展示することはおもしろいと思いました。

・機関紙、パンフレットが見やすくてきれい。入院の際に必要なこと、物が1枚のリーフレットにまとめられていた点。

今回の視察で特に印象的であったのは、治療または支援を行う環境の重要性です。

病院敷地内の広さ（プール）、病室からのオーシャンビューはとても開放的でした。明るく開放的な空間は居るだけで、こころが弾みます。なぎさ寮、オリーブの木（道路沿いに花苗を植えていた）もそれぞれ環境に工夫をしていました。またスタッフの方々も明るく、対応に好感が持てました。

施設を利用される方にとって、施設とそこで働いている人は大変重要だと思います。施設内が暗く、汚れていたら・・・　そこで働いているスタッフがいつも眉間にしわが寄っていたら・・・　自分ならばそんな環境は嫌ですし、とても利用したいとは思いません。　

病院・施設内のアメニティの充実とスタッフの接遇に関しては以前から取り組んでいます。が、「これで利用される方、自分たちが満足できているだろうか」といつも不安に思っています。視察から、施設を利用されている方の声が反映できる施設づくりと自分たちの対応に対して、スタッフ間で話し合える体制づくりを真剣に考えていきたいと思います。

今回の視察をこれからの業務の糧とし、「環境上安心で、困ったことがあったらいつでもスタッフに相談できる」施設を目標にしていきます。

　




























